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論 文 内 容 の 要 旨

旧 的1

軟 骨組織の再生誘導において,大 動物を用いた自家移植モデルの確立は急務である.本 研究では,ポ リグリ

コール酸(PGA)一 ポリプロピレン(PPP)複 合体ポリマーに単離軟骨細胞,塩 基性線維芽細 胞増殖 因子(b・FGF)

徐 放システム,お よびフィブリン薄膜散布法を応用し,ヒ ト耳介型再生軟骨の① 細胞播種効 率向上,② 軟骨基質

の早期誘導,③ 三次元形状の維持について検討した,

【方法】

実験1で は平板型スキャホールドでの軟骨再生効果を検討するために1a群(PGA/PPP/PGA)お よび1b群

(b-FGF徐 放型PGA/PPP/PGA)を 設定した.次 に,実 験2で は耳介型スキャホールドでの軟骨再生における

PGAの 有 効 性 を検 討 す るた め に2a群(PGA2層 型,PGA/PPP/PGA)お よび2b群(PGA3層 型,

PGA/PPP/PGA/PPP/PGA)を 設定した.イ ヌ耳介軟骨細胞を各スキャホールドに播種 し,フ ィブリンをスプレー

にて散布した.移 植後5週 目に標本を採取し,肉 眼的,組 織学的および力学的に検討した.

【結果】

平板型スキャホールド表面の播種細胞濃度は,フ ィブリン未散布群に比べ散布群では極めて有意に改善してい

た.実 験1:両 群とも全体に軟骨再生 を認めたが,lb群 では全体 的に肉厚で均一な再 生軟骨が認められた.

抗CD3抗 体 による免疫染色では,PPP周 囲に陽性反応は認められなかった.機 械的強度の検討では,1a群

の折り曲げ応力に比べ,1b群 の折り曲げ応力は有意に高値であった.実 験2:肉 眼的に2b群 の方が2a群 より

凹凸が明瞭であった.病 理組織学 的には,2b群 では,表 面凹部や凸部だけでなく,裏 面においても,よ り厚 ぐ

均一な軟骨形成が認められた.vWFに 対する免疫染色 では,両 群ともに表層から内部にかけて,大 小不 同の

微小血管が多数観察された,ま た,Sox5に 対する免疫染色では陽性細胞が2b群 の再生軟骨辺縁において多

く観察された。

【考察】

フィブリン散布法により,ス キャホールドへ の播種細胞濃度は向上した,bFGF徐 放システムは軟骨の再生,成

熟過程を加速することが推測された.PPPフ レームワークは三次元構造を維持する支持性を有し,組 織親和性に

優れていることが示 唆された.

【結謝

自家移植モデルにおいてPPPフ レームワークは異物反応を起 こさず,PGAを 細胞キャリアとした三次元スキャ

ホールドにおけるb-FGF徐 放 システムとフィブリン薄膜における軟骨再生を促進できることが結論付けられた.
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